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研究成果の概要（和文）：本研究では、北方林の攪乱体制に関する知見に基づいて、北方林の生態学的管理手法を検討
することを目的にした。カナダ・北欧の研究者と連携し、北方林の自然攪乱に関するデータを収集した。カナダの針葉
樹林の劣化するメカニズムは、山火事による更新サイト形成と山火事後の種子分散の確率に規定されていることが、空
間統計モデルの解析から明らかになり、山火事に適応した保残林施業の重要性が示唆された。フィンランドの北方林で
は、風害のパターンを、倒木の倒壊角度データを用いて分析し、風害の時空間的な同調性を明らかにした。森林の倒木
方位分布から、北方林の風害に対する感受性を推定する方法は、森林管理にも寄与すると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to device forest managements in boreal forests of North A
merica and Northern Europe, based on ecological processes related to disturbance regimes. In order to quan
tify dispersal limitation and environmental filtering effects on regeneration processes of boreal forests 
in Canada, we formulated a spatial model of the inhomogeneous Neyman-Scott process, and examined the relat
ive importance of post-fire seed dispersal and regeneration site due to burning. The results suggested the
 importance of site-preparation and retention system for forest managements. To understand the impacts of 
windthrows on primeval Picea abies-dominated boreal forests in Finland and Russia, we developed a circular
 statistical model explaining directions of fallen logs. Our results demonstrated spatial synchronicity an
d the susceptibility of forests against wind disturbance. It was suggested that reconstructing windthrow h
istory is a promising way for developing ecological forestry.
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１．研究開始当初の背景 
 
北方域の針葉樹林は、木材資源の供給と炭素
貯蔵機能の両面で、極めて重要な生態系であ
る。北米カナダ・ロシア北東部・北欧の北方
林から日本への木材輸入は増加傾向にあり、
私達はその生態系サービスの持続的利用に、
大きな責任を負っている。一方、近年、北方
林の構造が転移し、生産量が時系列上で減衰
することが生態学者の間で注目されている。
この要因として、気候変動と森林管理による
山火事撹乱の頻度・強度の変化が挙げられて
いる。このような状況下で、環北方域の植生
動態に適応した持続可能な森林資源管理が、
今まさに求められている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、北方林の動態と攪乱体制に関す
る基礎生態学的な知見に基づいて、北方林の
生態学的管理手法を検討することを目的に
した。 
 
３．研究の方法 
 
カナダ・北欧・中央ヨーロッパの研究者と連
携し、北方林の動態と攪乱体制に関するデー
タを、フィールドワーク、及び、既存文献か
ら収集した。カナダでは、山火事攪乱後の再
生林の空間構造に関するデータを収集し、空
間点過程に基づく統計モデルで分析した。フ
ィンランドでは、フィールドワークによって
山火事後の再生林の構造に関するデータを
収集し、既存の資源量調査データと比較して
解析を行った。また、既設の森林動態のモニ
タリングサイトで補足の調査を行い、過去の
調査データと統合して、北方林の再生過程に
関する解析を行った。 
 
４．研究成果 
 
山火事撹乱が変化した場合、北方林が低密度
林やヒースに劣化するメカニズムを、空間点
過程モデルで明らかにした：カナダにおける
北方林の山火事撹乱は、その頻度と燃焼強度
に負の相関がある。燃焼強度の高い山火事が
稀に発生する場合、高密度の針葉樹林が更新
し、次の山火事までに複数世代の樹木が共存
する異齢林が発達する。山火事の頻度が高く
燃焼強度も弱くなるに伴い、針葉樹の更新密
度は低下し、同齢の低密度林からヒースへと
衰退する。以上の結果から、環境変動に適応
した保残林施業（retention system）の重要
性を指摘した。 
また、フィンランドの北方林では、強風に
よる攪乱のパターンを、倒木の倒壊角度デー
タを用いて分析した。角度統計の理論に基づ
いた統計モデルを、フィンランドとロシアの
風害跡地の倒木倒壊方位データに適用し、風
害の時空間的な同調性を明らかにした。 
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